
別記第１号の２様式（生活援助従事者研修関係）の２様式（生活援助従事者研修関係）様式（生活援助従事者研修関係）

２時間

(1) 1 (1)

(2)同左 1 (2)

６時間 ６時間

(1)同左 4.5 (1)

(2)同左 1.5 (2)

４時間 ４時間

(1)同左 1 (1)

(2)同左 1 (2)

(3)同左 1.5 (3)

研修カリキュラム表（生活援助従事者研修課程　通学・通信）表（生活援助従事者研修課程　通学・通信） 事業者名： 株式会社ケアワーク弥生ケアワーク弥生弥生

※実施方法については、「実施要綱」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。については、「実施要綱」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。実施要綱」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。別紙３「実施要綱」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。到達目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。標、評価、内容」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。を網羅した内容とすること。網羅した内容とすること。した内容とすること。内容とすること。

研修カリキュラム（実施要綱別紙１）カリキュラム（実施要綱別紙１）実施要綱」別紙３「各項目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。別紙１） 実施計画

講義・演習（実施要綱別紙１）実習） カリキュラム名・時間数 実施内容

１　職務の理解の理解理解 ２時間 １　職務の理解の理解理解 １　職務の理解の理解理解

(1)多様なサービスの理解なサービスの理解サービスの理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。理解 同左
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護の開始に当たり、多岐にわたる介護開始に当たり、多岐にわたる介護に当たり、多岐にわたる介護当たり、多岐にわたる介護たり、多岐にわたる介護多岐にわたる介護に当たり、多岐にわたる介護わたる介護介護
系サービスについての印象を、グループ討議で語り合う。サービスについての印象を、グループ討議で語り合う。に当たり、多岐にわたる介護ついての開始に当たり、多岐にわたる介護印象を、グループ討議で語り合う。を、多岐にわたる介護グループ討議で語り合う。討議で語り合う。で語り合う。語り合う。り合う。う。

(2)介護職の仕事内容や働く現場の理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。仕事内容や働く現場の理解働く現場の理解く現場の理解現場の理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。理解
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：介護職が活躍する現場の様子を映が活躍する現場の様子を映活躍する現場の様子を映する介護現場の様子を映の開始に当たり、多岐にわたる介護様子を映を映
像などを通して理解し、グループで感想を述べあうなどを通して理解し、グループで感想を述べあうして理解し、グループで感想を述べあうし、多岐にわたる介護グループ討議で語り合う。で語り合う。感想を述べあうを述べあうべあう
。

２　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援尊厳の保持・自立支援の理解保持・自立支援 ２　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援尊厳の保持・自立支援の理解保持・自立支援 ２　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援尊厳の保持・自立支援の理解保持・自立支援

(1)人権と尊厳を支える介護と尊厳を支える介護を網羅した内容とすること。支える介護える介護 通して理解し、グループで感想を述べあう信講習、多岐にわたる介護講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：テキスについての印象を、グループ討議で語り合う。ト等の事例を基に、尊厳等の事例を基に、尊厳の開始に当たり、多岐にわたる介護事例を基に、尊厳を基に、尊厳に当たり、多岐にわたる介護、多岐にわたる介護尊厳
を支えることの重要性についてグループで討議する。える介護ことの開始に当たり、多岐にわたる介護重要性についてグループで討議する。に当たり、多岐にわたる介護ついてグループ討議で語り合う。で語り合う。討議で語り合う。する介護。

(2)自立に向けた介護に向けた介護けた内容とすること。介護
講義及び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援演習：テキスト等の事例を基に、自立支援等の事例を基に、自立支援の事例を基に、自立支援を基に、自立支援基に、自立支援に、自立支援自立支援
の本質を理解する為に、グループ討議を行う。を基に、自立支援理解する為に、グループ討議を行う。する為に、グループ討議を行う。為に、グループ討議を行う。に、自立支援グループ討議を行う。討議を行う。を基に、自立支援行う。う。

３　介護における尊厳の保持・自立支援の理解基本 ３　介護における尊厳の保持・自立支援の理解基本 ３　介護における尊厳の保持・自立支援の理解基本

(1)介護職の仕事内容や働く現場の理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。役割、専門性と多職種との連携と多職の仕事内容や働く現場の理解種との連携との到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。連携 通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(2)介護職の仕事内容や働く現場の理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。職の仕事内容や働く現場の理解業倫理 通信講習のみ

(3)介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援安全の確保とリスクマネジメントの理解確保とリスクマネジメントリスクマネジメント
講義及び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援演習：現場で想定されるリスクを理解し、で想定されるリスクを理解し、想定されるリスクを理解し、される為に、グループ討議を行う。リスク弥生を基に、自立支援理解する為に、グループ討議を行う。し、自立支援
その対処法などをグループで討議する。などを基に、自立支援グループ討議を行う。で想定されるリスクを理解し、討議を行う。する為に、グループ討議を行う。。



別記第１号の２様式（生活援助従事者研修関係）の２様式（生活援助従事者研修関係）様式（生活援助従事者研修関係）

(4)同左 0.5 (4)通信講習のみ(4)介護職の仕事内容や働く現場の理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。安全



別記第１号の２様式（生活援助従事者研修関係）の２様式（生活援助従事者研修関係）様式（生活援助従事者研修関係）

３時間 ３時間

(1)同左 1.5 (1)

(2)同左 0.75 (2)通信講習のみ

(3)同左 0.75 (3)通信講習のみ

６時間 ６時間

(1) 3 (1)

(2) 3 (2)

６時間 ６時間

(1)同左 3 (1)

(2)同左 3 (2)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

３時間 ３時間

(1)同左 0.5 (1)

(2)同左 1 (2)通信講習のみ

(3)同左 0.5 (3)

(4)同左 1 (4)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

４　介護における尊厳の保持・自立支援・福祉サービスの理解と医療との連携サービスの理解理解とリスクマネジメント医療との連携とリスクマネジメントの理解連携 ４　介護における尊厳の保持・自立支援・福祉サービスの理解と医療との連携サービスの理解理解とリスクマネジメント医療との連携とリスクマネジメントの理解連携 ４　介護における尊厳の保持・自立支援・福祉サービスの理解と医療との連携サービスの理解理解とリスクマネジメント医療との連携とリスクマネジメントの理解連携

(1)介護保険制度
講義及び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援び演習：テキスト等の事例を基に、自立支援演習：制度の全体像を把握し、実際に利用の全体像を把握し、実際に利用を基に、自立支援把握し、実際に利用し、自立支援実際に利用に利用
される為に、グループ討議を行う。資料を基にグループで討議を行う。を基に、自立支援基に、自立支援にグループ討議を行う。で想定されるリスクを理解し、討議を行う。を基に、自立支援行う。う。

(2)障害福祉制度及びその他制度びその到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。他制度

(3)医療との連携とリハビリテーションとの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。連携とリハビリテーション

５　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援コミュニケーション技術 ５　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援コミュニケーション技術 ５　介護における尊厳の保持・自立支援における尊厳の保持・自立支援コミュニケーション技術

(1)介護におけるコミュニケーション 同左

講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：利用者の状況・状態に応じた、コミュニケーションの開始に当たり、多岐にわたる介護状況・状態に応じた、コミュニケーションに当たり、多岐にわたる介護応じた、コミュニケーションじた、多岐にわたる介護コミュニケーション
の開始に当たり、多岐にわたる介護方法を、グループ毎で行うロールプレイングを通じて討議するを、多岐にわたる介護グループ討議で語り合う。毎で行うロールプレイングを通じて討議するで語り合う。行うロールプレイングを通じて討議するうロールプ討議で語り合う。レイングを通して理解し、グループで感想を述べあうじて討議で語り合う。する介護
。

(2)介護におけるチームの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。コミュニケーション 同左 通信講習のみ

６　老化の理解の理解理解 ６　老化の理解の理解理解 ６　老化の理解の理解理解

(1)老化に伴うこころとからだの変化と日常に伴うこころとからだの変化と日常うこころとからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。変化に伴うこころとからだの変化と日常と日常
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：老化に伴う身体的、精神的変化にに当たり、多岐にわたる介護伴う身体的、精神的変化にう身体的、多岐にわたる介護精神的変化に伴う身体的、精神的変化にに当たり、多岐にわたる介護
ついて具体的な事例を基に、尊厳を基に、尊厳に当たり、多岐にわたる介護グループ討議で語り合う。で語り合う。討議で語り合う。する介護。

(2)高齢者と健康と健康

７　認知症の理解の理解理解 ７　認知症の理解の理解理解 ７　認知症の理解の理解理解

(1)認知症を取り巻く状況を網羅した内容とすること。取り巻く状況り巻く状況巻く状況く現場の理解状況
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：認知症の具体的な事例について、多角的の開始に当たり、多岐にわたる介護具体的な事例を基に、尊厳に当たり、多岐にわたる介護ついて、多岐にわたる介護多角的
に当たり、多岐にわたる介護考察し、対応方法についてもグループでロールプレイし、多岐にわたる介護対応じた、コミュニケーション方法を、グループ毎で行うロールプレイングを通じて討議するに当たり、多岐にわたる介護ついてもグループでロールプレイグループ討議で語り合う。で語り合う。ロールプ討議で語り合う。レイ
ングを実施し討議するし討議で語り合う。する介護

(2)医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理から見た認知症の基礎と健康管理見た認知症の基礎と健康管理た認知症の基礎と健康管理認知症の理解の理解基礎と健康管理とリスクマネジメント健康管理

(3)認知症の理解に伴うこころとからだの変化と日常生活うこころとリスクマネジメントから見た認知症の基礎と健康管理だの理解変化の理解とリスクマネジメント日常生活
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：認知症の具体的な事例について、多角的の開始に当たり、多岐にわたる介護具体的な事例を基に、尊厳に当たり、多岐にわたる介護ついて、多岐にわたる介護多角的
に当たり、多岐にわたる介護考察し、対応方法についてもグループでロールプレイし、多岐にわたる介護対応じた、コミュニケーション方法を、グループ毎で行うロールプレイングを通じて討議するに当たり、多岐にわたる介護ついてもグループでロールプレイグループ討議で語り合う。で語り合う。ロールプ討議で語り合う。レイ
ングを実施し討議するし討議で語り合う。する介護

(4)家族への支援への到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。支える介護援



別記第１号の２様式（生活援助従事者研修関係）の２様式（生活援助従事者研修関係）様式（生活援助従事者研修関係）

３時間 ３時間

(1)同左 0.5 (1)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(2)同左 0.5 (2)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(3)同左 2 (3)

(1)同左 2 (1)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(2)同左 3 (2)

(3)同左 2 (3)

(4)同左 3 (4)

(5)同左 1.5 (5)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(6)同左 1.5 (6)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(7)同左 2 (7)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

８　障害の理解の理解理解 ８　障害の理解の理解理解 ８　障害の理解の理解理解

(1)障害の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基礎的理解

(2)障害の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。医学的側面、生活障害、心理・行動
の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。特徴、かかわり巻く状況支える介護援等の基礎的知識の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基礎的知識

(3)家族への支援の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。心理、かかわり巻く状況支える介護援の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。理解
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：障害者の状況・状態に応じた、コミュニケーションの開始に当たり、多岐にわたる介護家族関わり方について、心理的わり方に当たり、多岐にわたる介護ついて、多岐にわたる介護心理的
、多岐にわたる介護肉体的な介護負担の側面から、その負担軽減策をグルの開始に当たり、多岐にわたる介護側面から、その負担軽減策をグルから、多岐にわたる介護その開始に当たり、多岐にわたる介護負担の側面から、その負担軽減策をグル軽減策をグルをグル
ープ討議で語り合う。で語り合う。討議で語り合う。する介護。

９　こころとリスクマネジメントから見た認知症の基礎と健康管理だの理解しくみとリスクマネジメント生活支援技術 24時間 ９　こころとリスクマネジメントから見た認知症の基礎と健康管理だの理解しくみとリスクマネジメント生活支援技術 24時間９　こころとリスクマネジメントから見た認知症の基礎と健康管理だの理解しくみとリスクマネジメント生活支援技術

ア　基本知識の学習基本知識の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。学習 ７時間（実施要綱別紙１）目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。安） ア 基本知識の学習の理解学習 ７時間 ア 基本知識の学習の理解学習

(1)介護の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基本的なサービスの理解考え方え方

(2)介護に関するこころのしくみの基礎的理解するこころの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。しく現場の理解みの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基礎的理解
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：介護に当たり、多岐にわたる介護まつわる介護心理的な側面から、その負担軽減策をグルを、多岐にわたる介護当たり、多岐にわたる介護
事者の状況・状態に応じた、コミュニケーション意識を持ちながらグループワークで討議する。を持ちながらグループワークで討議する。ちなが活躍する現場の様子を映らグループ討議で語り合う。ワークで討議する。で語り合う。討議で語り合う。する介護。

(3)介護に関するこころのしくみの基礎的理解するからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。しく現場の理解みの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基礎的理解
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：バイタルサインの開始に当たり、多岐にわたる介護測定、多岐にわたる介護ボディメカニ
クで討議する。スについての印象を、グループ討議で語り合う。の開始に当たり、多岐にわたる介護実技演習。

イ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。講義・演習 １４時間（実施要綱別紙１）目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。安） イ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。講義・演習 １４時間 イ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。講義・演習

(4)生活と家事
通して理解し、グループで感想を述べあう信講習、多岐にわたる介護講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：家事援助における共有に当たり、多岐にわたる介護おける介護共有
すべき知識についてグループ討議。知識を持ちながらグループワークで討議する。に当たり、多岐にわたる介護ついてグループ討議で語り合う。討議で語り合う。。

(5)快適な居住環境整備と介護なサービスの理解居住環境整備と介護と介護

(6)移動・移乗に関連したこころとからだのしに関するこころのしくみの基礎的理解連した内容とすること。こころとからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。し
く現場の理解みと自立に向けた介護に向けた介護けた内容とすること。介護（実施要綱別紙１）※移動・移乗に関連したこころとからだのしに関するこころのしくみの基礎的理解連
した内容とすること。実習２時間を網羅した内容とすること。除く）く現場の理解）

(7)食事に関するこころのしくみの基礎的理解連した内容とすること。こころとからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。しく現場の理解みと
自立に向けた介護に向けた介護けた内容とすること。介護



別記第１号の２様式（生活援助従事者研修関係）の２様式（生活援助従事者研修関係）様式（生活援助従事者研修関係）

(8)同左 2 (8)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

(9)同左 2 (9)通して理解し、グループで感想を述べあう信講習の開始に当たり、多岐にわたる介護み

同左 2

同左 0

(10)同左 3 (10)

２時間 ２時間

(1)同左 1 (1)

(2)同左 1 (2)

追加カリキュラムカリキュラム

(8)睡眠に関したこころとからだのしくみと自に関するこころのしくみの基礎的理解した内容とすること。こころとからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。しく現場の理解みと自
立に向けた介護に向けた介護けた内容とすること。介護

(9)死にゆく人に関したこころとからだのしくにゆく現場の理解人に関するこころのしくみの基礎的理解した内容とすること。こころとからだの到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。しく現場の理解
みと終末期介護

(実習)※　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習（実施要綱別紙１）24時間中5時間以内） (実習)※ ２時間 (実習)※

(必須）移動・移乗に関連したこころとからだのしに関するこころのしくみの基礎的理解連した内容とすること。実習　基本知識の学習
　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習２時間

現場で想定されるリスクを理解し、にて、自立支援立ち上がりや移動の際の声かけ、歩行等上がりや移動の際の声かけ、歩行等がりや移動の際の声かけ、歩行等移動の際の声かけ、歩行等の際に利用の声かけ、歩行等かけ、自立支援歩行う。等の事例を基に、自立支援
が不安定されるリスクを理解し、な者の移動の際の声かけ、歩行等支援・見守りを行う際のポインりを基に、自立支援行う。う際に利用のポイン
ト等の事例を基に、自立支援を基に、自立支援学ぶ。

(任意)ホームヘルプサービスの理解同行訪問
　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習（実施要綱別紙１）３時間以内）

ウ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習演習 ３時間（実施要綱別紙１）目の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。安） ウ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習演習 ３時間 ウ　基本知識の学習生活支える介護援技術の講義・演習演習

(10)介護過程の基礎的理解の到達目標、評価、内容」を網羅した内容とすること。基礎的理解

講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：具体的事例を基に、尊厳を基に、尊厳に当たり、多岐にわたる介護し、多岐にわたる介護実際の書類を使用した実の開始に当たり、多岐にわたる介護書類を使用した実を使用した実
践的な作成演習を、多岐にわたる介護各個人で実施し、その後のグループ討議でで語り合う。実施し討議するし、多岐にわたる介護その開始に当たり、多岐にわたる介護後のグループ討議での開始に当たり、多岐にわたる介護グループ討議で語り合う。討議で語り合う。で語り合う。
仕組みの理解促進を図る。みの開始に当たり、多岐にわたる介護理解し、グループで感想を述べあう促進を図る。を図る。る介護。

１０　振り返りり返り返りり返り １０　振り返りり返り返りり返り １０　振り返りり返り返りり返り

(1)振り返りり巻く状況返りり巻く状況
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：講義全体を通して理解し、グループで感想を述べあうして学んだ事を振り返り、引んだ事を振り返り、引事を振り返り、引り返り、引り、多岐にわたる介護引
き知識についてグループ討議。続き取り組むべき介護についての課題や個人としてのき知識についてグループ討議。取り組むべき介護についての課題や個人としてのり組みの理解促進を図る。むべき知識についてグループ討議。介護に当たり、多岐にわたる介護ついての開始に当たり、多岐にわたる介護課題や個人としてのや個人としての個人で実施し、その後のグループ討議でとしての開始に当たり、多岐にわたる介護
関わり方について、心理的わり方を、多岐にわたる介護個別に発表するに当たり、多岐にわたる介護発表するする介護

(2)就業への備えと研修修了後における継続的な研修への理解備えと研修修了後における継続的な研修えとリスクマネジメント研修修了後における継続的な研修における尊厳の保持・自立支援継続的な研修研修
講義及び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護び演習：講座の開始に当たり、多岐にわたる介護演習：「介護観」という言葉をテーマにグルという言葉をテーマにグルをテーマにグルに当たり、多岐にわたる介護グル
ープ討議で語り合う。で語り合う。討議で語り合う。し、多岐にわたる介護発表するする介護。

　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習計　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習（実施要綱別紙１） ５９ 時間） 　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習計　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習　基本知識の学習（実施要綱別紙１） ５９ 時間）


	研修カリキュラム表



